
 
令和2年 7月 27日 

 

 

令和 2（2020）年 7月 27日 記者会見 

 

 

１ 開  会 

 

２ 大久保市長あいさつ 

 

３ 発表内容 

・コウノトリのヒナ2羽の命名について 

～東日本初となる野外繁殖により誕生したヒナの愛称が決定しました～ 

 ・市長退任にあたって 

 

４ 質疑応答 

 

５ 閉  会 
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栃木県小山市 大久保 寿夫市長(5期)退任記者会見 

日時：令和 2年 7月 27 日 

【市長あいさつ】 

小山市長を退任するに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

まずもって、ご出席いただきました皆様に対し、厚く御礼申し上げます。 

 

私は平成十二年７月に小山市長に就任以来、「小山をかえる」を政治理念とし「改革」を推進

し、さらに四期目からは、新しく「小山を創る」を政治理念とし、「人・行政（市役所）を創る」「まち

を創る」「くらしを創る」の三つの「創る」を基本姿勢として、「豊かで活力があり 暮らしやすい小

山」の創造に向け、市政執行に全力を尽くしてまいりました。 

そして、この二十年の間、市政は着実に発展してまいりました。 

これも偏に、皆様のご理解とご協力の賜物と、改めて深く感謝を申し上げます。 

 

改めて振り返りますと、これまでの日々が鮮やかに脳裏によみがえり、感無量の思いでありま

す。 

私が市長の任にありました二十年間は、地方分権一括法が施行された後であり、自治体の自

己決定権が拡充する一方で、自己責任が強く求められることとなった時代でした。 

 

そのような中で私は、 

(一) 魅力ある空間づくりとして「小山駅東口新駅前広場の整備」、交通結節点の機能強化とし

て「小山駅東西自由通路の整備」、医療体制の充実として「新小山市民病院の移転新築」、行政

機能の充実として「新庁舎」の整備着工など市民の利便性向上と安心して生活できる環境の整

備。 

(二) 「環境都市宣言」、「渡良瀬遊水地の世界ラムサール条約湿地登録」、「コウノトリの東日本

初のヒナ誕生」、「桜の里親制度」、「多面的機能維持支払い事業の推進」など本市の「環境都

市」の実現。 

(三) 「本場結城紬の世界ユネスコ無形文化遺産登録」、「間々田のじゃがまいたの国重要無形

民俗文化財指定」、県内初の「絹義務教育学校」の新設など、文化教育の充実。 

(四) 「スポーツ都市宣言」「オリンピック選手をはじめとする各種スポーツ選手の育成」、「プロ野

球球団の誘致実現」など「スポーツの振興」によるまちづくり。 

(五) 「小山ブランドの創生運動」に着手、「道の駅思川オープン」の取組をはじめ「歴史」などを

活用しての小山市の新たな魅力の創出に全力を挙げてまいりました。 
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我が国の人口が減少し続ける中にあって、私が市長に就任した平成十二年、十五万五千人

であった小山市の人口は、平成十七年には十六万人を突破し、県内第二位の都市となり、平成

二十二年には十六万五千人、そして令和二年には十六万八千人と、「二十年間連続で増加」を

続けています。私はこのことを二十年間の歩みが正しかったことの証と、大きな「誇り」としており

ます。 

 とりわけ、東日本初の小山で生まれ育った２羽のコウノトリが、全国に舞う姿は、正に「奇跡」と

しか言いようがなく、私の「無上の喜び」とするところであります。 

 

小山市は、優れた「人」、豊かな「自然」、古い「文化と歴史」を有し東京圏からわずか六十㎞

の新幹線の停車する鉄道・国道ともに交通の要衝にあり、これからも発展する大きな可能性を

持っています。 

この可能性を現実のものとするものが、産業・都市・教育基盤の整備、子育て支援及び行政

機能の充実などによる「人と企業を呼び込む」施策であり、産業基盤の整備としては「新規工業

団地の開発」、国営かんがい排水事業「栃木南部地区の推進」、都市基盤の整備としては駅周

辺まちなか整備事業の推進、教育基盤整備事業としては、「豊田中学区統合小学校の整備、市

立体育館の整備、子育て支援の充実として若木保育所の民営化、そして、行政機能の充実とし

て新庁舎整備などを進めています。 

どうか皆様におかれましては、これら小山市の発展に不可欠な諸事業を最後まで完成に導い

て頂けますようお願い申し上げます。 

 

小山市の新しい体制がスタートいたしますが、新しい市長のもと、本市のたゆまぬ発展、市民

生活の一層の向上に取り組まれ、全国に誇れる「ふるさと おやま」を市民とともに築き上げられ

ますよう、心からご期待を申し上げます。 

 

これから、私も市民の一人としてこれに参加してまいりたいと思っております。 

結びに、今後の小山市の益々の発展と皆様のご健勝ご多幸をご祈念申し上げ、私の退任の挨

拶と致します。 

二十年間大変お世話になりました。 

ありがとうございました。 



記者会見資料 

産業観光部 渡良瀬遊水地ラムサール推進課 

（担当 今泉 ２２－９３５４） 

１ 件 名 

コウノトリのヒナ 2羽の命名について 

～東日本初となる野外繁殖により誕生したヒナの愛称が決定しました～ 

 

２ 要 旨 

 小山市では、平成 24(2012)年 7 月 3 日にラムサール条約湿地に登録された渡良瀬

遊水地の「賢明な活用 3本柱」のひとつとして、「コウノトリ・トキの野生復帰」を

掲げ、環境にやさしい農業の推進等による「採餌環境の整備」と人工巣塔の設置等に

よる「営巣環境の整備」に取り組んでまいりました。こうした取組が奏功し、令和

2(2020)年 5 月 30 日（推定）に千葉県野田市放鳥コウノトリ「ひかる」（オス・4歳）

と徳島県鳴門市生まれ「歌」（メス・2歳）のペアからヒナ 2羽が誕生いたしました。 

 昭和 46（1971）年に国内野生コウノトリが絶滅して以降、東日本初となる野外繁

殖によるヒナの誕生を記念し、6月 30 日までヒナの愛称を公募しておりましたが、

1,000 件を超える応募の中から、地元の皆様にご協力いただき選定を行い、この度、

2羽の愛称が決定しましたのでお知らせいたします。 

 

３ 愛称の応募状況（詳細は別紙のとおり） 

（１）応募期間：令和 2（2020）年 6月 8日（月）～6月 30 日（火） 

（２）応募総数：1001 件（オス 974 点、メス 979 点） 

（内訳）市内 525 件、市外 141 件、栃木県外 331 件、未回答 4 件 

※一人オス・メス各 1点まで応募可 

          

４ ひな２羽の愛称 

  ・「ゆう」（個体番号 J0328・メス） ※応募点数 98 点/979 点（1位） 

   【命名理由】誕生地である渡良瀬遊水地の「遊」より。大空をのびのびと自由

に飛び回ってほしいという願いも込めて命名。 

  ・「わたる」（個体番号 J0329・オス） ※応募点数 187 点/974 点（1位） 

【命名理由】誕生地である渡良瀬遊水地の「渡」より。大空を羽ばたき全国へ

幸せを運んでほしいという願いも込めて命名。 

  ※ヒナの性別判定は、7月 12 日（日）に実施した足環装着の際に採取した検体

により、（公財）東京動物園協会多摩動物公園に実施していただきました。 

 

５ その他 

決定した愛称は 7月 26 日（日）に渡良瀬遊水地コウノトリ交流館にて開催した「コ

ウノトリの命名式」において発表しました。また、命名式では、小山評定ふるさと大

使でヴァイオリン奏者の上保朋子（じょうほ ともこ）氏をお招きし、母鳥である「歌」

の名前にちなみ、ベートーヴェン作曲交響曲第 9番「歓喜の歌」を演奏していただき、

間もなく巣立ちを迎えるヒナ 2羽へエールを送りました。尚、ヒナの巣立ちは 7月下

旬～8月上旬頃となる見込みであり、巣立ちの情報は改めてお知らせいたします。 
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●「ゆう」（個体番号J0328・メス）　※応募点数98点/979点（1位）

●「わたる」（個体番号J0329・オス）　※応募点数187点/974点（1位）

（１）応募期間　令和2年6月8日（月）～6月30日（火）

（２）応募総数　1,001件（オス974点、メス979点）※一人オス・メス各1点まで応募可

内訳： 市内525件

未回答4件

（３）選考方法　ご応募いただいた愛称の中から、下記①～③を考慮し、選考

①

②

③

●オス ●メス

順位 点数 愛称 順位 点数 愛称

ゆう

(遊49 ゆう37 ユウ/優4 結/悠/唯愛/夢羽1)

つむぎ

(つむぎ26 紬15 紡1)

ラム

(ラム20 らむ4 来夢3)

おと

(音21 おと2 乙/オト1)

のぞみ

(のぞみ8 望7 希5 希望3 ノゾミ1)

あんず

（あんず9 杏6）

さくら
(さくら7 桜3 サクラ2)

9 9 8 10 らら、ゆめ、せら、おもい、おとめ

わたる
1 187

１．ヒナ２羽の愛称と命名理由

市外141件（野木町43、栃木市33、宇都宮市24、下野市12、佐野市5、その他24）

千葉県12、徳島県12、大阪府11、北海道7、愛知県7、三重県6、山形県5、その他43）

２．愛称の応募状況

３．応募数の多かった愛称一覧（応募数順）

小山市や渡良瀬遊水地にふさわしい名前であること

多くの方に親しみやすい名前であること

応募数が多い名前であること　等

2 41

3 20

4 13

4 13

6 11

7 10

15

1 98

2 42

3 27

(こう/コウ4 幸/虹2 広1)

7 12

コウノトリのヒナ２羽の愛称について

【命名理由】誕生地である渡良瀬遊水地の「遊」より。大空をのびのびと自由に飛び回ってほしい
という願いも込めて命名。

【命名理由】誕生地である渡良瀬遊水地の「渡」より。大空を羽ばたき全国へ幸せを運んでほしい
という願いも込めて命名。

県外331件（茨城県102、埼玉県43、東京都31、群馬県25、神奈川県14、兵庫県13、

(わたる101 渡74 ワタル11 渉1)

ゆう

(ゆう17 遊14 ユウ3 優/悠/結2 唯愛1)

4 25

5 24

6

わた

(わた9 ワタ6 渡4 和太1)

りょう

(良7 りょう3 両/涼/令1)

こう

かける

(翔8 かける3)

らむ(ラム6 らむ/来夢2)

たいよう(太陽9 たいよう1)

わたら、むぎ、ひびき、おやま

別紙
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